
園児氏名 (生年月日） 年 　　　　　月 　　　　日

症状『 』

病名『 』 発病日　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

集団生活に支障がない状態に回復し、　　　　　　年　　　　　　月　　　　　日より、登園可能と判断します。

年 月 日

医療機関名

医師名

本書「登園許可証明書」を園に提供することに 同意します

保護者名

　保育施設は、乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団での発症や流行をできるだけ防ぐ

ことはもちろん、一人一人の子どもが一日快適に生活できるよう、下記の感染症について登園許可証明書の提出を

お願いいたします。感染力のある期間に配慮し、子どもの健康回復状態が、集団での園生活が可能な状態となって

からの登園であるようにご配慮ください。

　感染のおそれがないと認めるまで

嘔吐・下痢症

ＲＳウイルス感染症 　呼吸器症状が消失し、全身状態が良いこと

　嘔吐、下痢などの症状が治まり、普段の食事が取れること

登園許可証明書・情報提供書

　　男　・　女

感染症名 登園の目安

インフルエンザ 　発症した後５日を経過し、かつ解熱した後、３日を経過した後

急性胃腸炎
感染性胃腸炎
（ノロウイルス）
（ロタウイルス）

水痘

（水ぼうそう）
　全ての発疹が、かさぶたになるまで

　感染力が非常に強いため、症状が消失し、医師において

(おたふくかぜ）

流行性角結膜炎

(はやり目）

流行性耳下腺炎 　耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹がが発現した後、５日を経過し、

　かつ、全身状態が良好になるまで


